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●今月の写真●
作品名「今年の夏、素敵な青」 
表紙をあなたの写真で飾りませんか？
【写真のテーマ】私が好きな港区の風景
（発行月（次回発行予定の11月）の季節にあった風景）

【応募フォームのURL】
https://logoform.jp/form/Mt5V/339622

【応募締切】令和６年１０月１１日

問い合わせ 　　　　　　　　　　　　　　　　　
区議会事務局議会広報担当　電話 03-3578-2920
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　令和６年５月１５日に開かれた第１回臨時会において、条例の一部改正及び工事請負契約の変更に係る専決処分３件、
定額減税補足給付金及び住民税非課税世帯等生活支援給付金に係る補正予算１件を原案どおり可決・承認しました。

　令和６年第２回定例会は、７月１６日から７月２６日までの
１１日間にわたって開会されました。
　初日に区長から施政方針表明がされた後、１５人の議員か
ら区長、教育長に対して、代表・一般質問が行われました。
　区長から提出された案件は、審議した結果、条例改正・
補正予算など２４件を原案どおり可決・承認しました。
　そのほか、追加提出された人事案件は、教育委員会委員
の任命、監査委員の選任及び副区長の選任について、それ
ぞれ同意しました。
　皆さんから提出された請願は、１件を不採択、４件を継
続審査としました。
　今定例会の最終日には、任期満了に伴う常任委員会・議
会運営委員会委員及び委員の辞任に伴う特別委員会委員を

それぞれ選任しました。その後、４常任委員会、議会運営
委員会の委員長・副委員長互選、１特別委員会の委員長互
選、２特別委員会の副委員長互選を行いました。

臨時会の概要

定例会の概要

会議日程
令和６年第１回臨時会 令和６年第２回定例会
	 5月15日…	議会運営委員会・本会議
	 	会期決定　諸報告
	 	議案等付託
	 	総務常任委員会
	 	議案等の審査　委員長報告
	 	保健福祉常任委員会
	 	報告事項
	 	区民文教常任委員会
	 	報告事項　議案等の審査　	
	 	委員長報告
	 	議会運営委員会・本会議
	 	議案等の議決

	 7月16日…	議会運営委員会・本会議
	 	会期決定　諸報告
	 	区長施政方針表明
	 17日…	本会議
	 	代表・一般質問5名
	 18日…	本会議・議会運営委員会
	 	代表・一般質問10名
	 	議案等付託
	 22日…	総務常任委員会
	 	報告事項、議案等の審査
	 	保健福祉・建設・区民文教
	 	常任委員会
	 	議案等の審査
	 23日…	建設常任委員会
	 	議案等の審査

	 24日…	保健福祉・区民文教
	 	常任委員会
	 	請願等の審査
	 25日…	議会運営委員会・本会議
	 	先議案件の議決
	 26日…	4常任・6特別委員会
	 	委員長報告・中間報告
	 	議会運営委員会・本会議
	 	議案等の議決
	 	4常任・議会運営委員選任
	 	特別委員の辞任・選任
	 	4常任・議会運営委員会
	 	正副委員長互選
	 	１特別委員会
	 	委員長互選
	 	２特別委員会
	 	副委員長互選

区議会はどなたでも傍聴できます
本会議や委員会は原則公開されており、傍聴することができます。
本会議場の傍聴席にはモニターを設置し、議員の代表・一般質問と区長の施政方針・所信

表明時には手話通訳及び字幕もご覧いただけます。
会議の開会予定については、区議会ホームページやポスター等でご案内いたします。

【問い合わせ】
区議会事務局議事係
電話	０３-３５７８-２９１５



3

議会の構成 ※各委員会は、委員長・副委員長・委員（議席番号順）で表記しています。

常任委員会

総　　　　務

◎ 山野井　つよし（ 立 憲 ）

○ 丸山　たかのり（ 公 明 ）

森　けいじろう（れいわ）

三　田　あきら（ 自 民 ）

小　倉　りえこ（ 自 民 ）

鈴　木　たかや（ 自 民 ）

榎　本　あゆみ（ 未 来 ）

榎　 本　　 茂（維参NOB）

保　健　福　祉

◎ 池　田　たけし（ 公 明 ）

○ 土　 屋　　 準　（ 自 民 ）

とよ島	くにひろ（維参NOB）

白　石　さと美（維参NOB）

福　島　宏　子（ 共 産 ）

ゆうき　くみこ（ 自 民 ）

なかまえ　由紀（ 未 来 ）

七　戸　じゅん（ 未 来 ）

建　　　　設

◎ うかい　雅　彦（ 自 民 ）

○ 石　渡　ゆきこ（ 未 来 ）

野　本　たつや（ 公 明 ）

ませ　のりよし（ 自 民 ）

根　本　ゆ　う（維参NOB）

兵　藤　ゆうこ（ 立 憲 ）

玉　木　まこと（ 未 来 ）

二　島　豊　司（ 自 民 ）

風　見　利　男（ 共 産 ）

区　民　文　教

◎ 琴　尾　みさと（ 未 来 ）

○ 清　原　和　幸（ 自 民 ）

新　藤　加　菜（維参NOB）

さいき　陽　平（ 未 来 ）

な か ね　　 大（ 公 明 ）

やなざわ　亜紀（ 自 民 ）

阿　部　浩　子（ 立 憲 ）

池　田　こうじ（ 自 民 ）

環境等対策 海外修学旅行調査

◎ 兵　藤　ゆうこ（ 立 憲 ）

○ ゆうき　くみこ（ 自 民 ）

さいき　陽　平（ 未 来 ）

ませ　のりよし（ 自 民 ）

◎ 榎　本　あゆみ（ 未 来 ）

○ 小　倉　りえこ（ 自 民 ）

新　藤　加　菜（維参NOB）

野　本　たつや（ 公 明 ）

な か ね　　 大（ 公 明 ）

玉　木　まこと（ 未 来 ）

榎　 本　　 茂（維参NOB）

うかい　雅　彦（ 自 民 ）

三　田　あきら（ 自 民 ）

琴　尾　みさと（ 未 来 ）

二　島　豊　司（ 自 民 ）

阿　部　浩　子（ 立 憲 ）

特別委員会

防災・危機管理等安全対策

◎ 根　本　ゆ　う（維参NOB）

○ 小　倉　りえこ（ 自 民 ）

野　本　たつや（ 公 明 ）

山野井　つよし（ 立 憲 ）

石　渡　ゆきこ（ 未 来 ）

風　見　利　男（ 共 産 ）

なかまえ　由紀（ 未 来 ）

清　原　和　幸（ 自 民 ）

うかい　雅　彦（ 自 民 ）

こどもまんなか・少子化等対策

◎ さいき　陽　平（ 未 来 ）

○ 白　石　さと美（維参NOB）

とよ島	くにひろ（維参NOB）

森　けいじろう（れいわ）

やなざわ　亜紀（ 自 民 ）

榎　本　あゆみ（ 未 来 ）

丸山　たかのり（ 公 明 ）

ゆうき　くみこ（ 自 民 ）

ＤＸ推進・行財政等対策

◎ 池　田　こうじ（ 自 民 ）

○ 阿　部　浩　子（ 立 憲 ）

新　藤　加　菜（維参NOB）

ませ　のりよし（ 自 民 ）

琴　尾　みさと（ 未 来 ）

鈴　木　たかや（ 自 民 ）

七　戸　じゅん（ 未 来 ）

池　田　たけし（ 公 明 ）

交通等対策

◎ 福　島　宏　子（ 共 産 ）

○ な か ね　　 大（ 公 明 ）

三　田　あきら（ 自 民 ）

兵　藤　ゆうこ（ 立 憲 ）

玉　木　まこと（ 未 来 ）

土　 屋　　 準（ 自 民 ）

二　島　豊　司（ 自 民 ）

榎　 本　　 茂（維参NOB）

議長 		鈴木	たかや　	 副議長 		七戸	じゅん　	 監査委員 		二島	豊司 ◎委員長　　○副委員長

議会運営委員会

◎ やなざわ　亜紀（ 自 民 ）

○ 玉　木　まこと（ 未 来 ）

とよ島	くにひろ（維参NOB）

さいき　陽　平（ 未 来 ）

山野井　つよし（ 立 憲 ）

小　倉　りえこ（ 自 民 ）

ゆうき　くみこ（ 自 民 ）

池　田　たけし（ 公 明 ）

会派名略称及び構成人数

自民＝自民党議員団 （11人）

未来＝みなと未来会議 （7人）

維参NOB＝維新・参政・
		Noblesse	Oblige

（5 人）

公明＝公明党議員団 （4人）

立憲＝立憲民主党議員団 （3人）

共産＝共産党議員団 （2人）

れいわ＝港区れいわ新選組 （1人）
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Q. 国際友好都市提携について
A. 幅広く外国都市との国際友好都市

提携を推進していく。
Q. 東京湾大華火祭実施について
A. 中央区と連携し、東京湾大華火祭

の実施に向けた協議を積極的に進
めていく。

区長公約について

Q. 神宮外苑再開発計画について
A. 事業者に対して、広く一般に開か

れた説明会を早急に開催するよう
求める。

Q. イチョウ並木の名勝指定につい
て

A. 新宿区や東京都とも意見交換をし
ながら所有者と協議していく。

Q. 国際プログラム導入の区立中高
一貫校について

A. 国際プログラムを導入した中高一
貫校の実現に向けて、組織的な検
討を開始する。

Q. 区長公約の「基金の在り方の見
直し、政策的投資と資産マネジ
メント重視」の考え方について

A. 複雑化、高度化する地域課題を解
決するために必要な投資を行って
いく。

Q. 羽田空港新飛行経路について
A. 国土交通省に伺い要請する。
Q. 区長公約「事業の費用対効果と

進捗管理の徹底見直しで、約 50
億円財源確保」について

A. 50億円は一般会計予算の 2.7％に
相当する。職員と議論を進める。

Q.「誰でもこども園」について
A. 早期に「お断りゼロ」の保育サー

ビスの実現に取り組む。
Q. 介護人材不足の対策について
A. 先駆的な取組を港区から全国に発

信していく。
Q. 区長公約「首都直下地震の被害

想定の 3 年で半減」について
A. 専門家を交えた会議体を設置し、

対策を検討していく。
Q. 区 長 公 約「 女 性 管 理 職 割 合 の

50％実現」の時期について
A. 任期 4 年間での達成を目指す。
Q. 区 長 公 約「 女 性 管 理 職 割 合 の

50％実現」の具体的かつ効果的
な方策について

A. 人事交流などによる外部人材の管
理職登用等も視野に入れ様々な手
法により目標達成に取り組む。

Q. 基本構想の更新と基本計画の整
合性について

A. 基本計画が終了する令和 8 年度か
ら切れ目なく開始できるよう基本
構想と基本計画を策定する。

Q. 多選自粛条例・退職金カットに
ついて

A. 任期は 3 期を超えることはない。
区長の退職金の２割カットの公約
は、「まずは隗より始めよ」を示
したもので、具体的な割合につい
ては今後慎重に検討する。

東京都と見解が異なる
喫緊の課題について

Q. 高校生医療費助成について
A. 特別区長会を通じて、東京都と協

議していく。
Q. 特別区と東京都における児童相

談体制の課題について
A. 児童相談所を設置した強みを活か

しながら各児童相談所と効果的な
連携を図り、課題を解決する。

児童相談所

 自民党議員団 

区の運営に関することについて

Q. 武井区政の功績継承について
A. 武井雅昭前区長が大切に築き上げ

てこられた功績を引き継ぎ、より
良い港区を創っていく。

Q. 総合支所制度の継承について
A. 総合支所制度の良い点は継承し、

まずは区役所組織全体の課題を整
理し、必要な見直しを行う。

Q. 総合支所長の専任化について
A. 支援部長と総合支所長の兼務も含

めた現体制について、組織全体の
総合的な観点から検証する。

Q.「子育てするなら港区」について
A. 武井雅昭前区長が掲げた「子育て

するなら港区」をスローガンとし
て継承し、支援策を力強く推進す
る。

Q. みなとモデル二酸化炭素固定認
証制度の継承について

A. 引き続き、都心港区ならではの、
みなとモデル二酸化炭素固定認証
制度を推進していく。

Q. スーパーアプリについて
A. 誰もが使いやすく、必要な機能を

備えたスーパーアプリの構築を目
指していく。

Q. 奨学金制度の更なる拡充につい
て

A. 多子世帯への更なる拡充について
早急に検討していく。

Q. ちぃばすの運行継続について
A. 運行事業者の取組支援を継続す

る。
Q. ふるさと納税制度について
A. 観光や区内産業の活性化につなが

る返礼品を検討していく。

代表・一般質問
７月 17 日・18 日

※代表・一般質問は要約して掲載しています。詳しくは、右の
　二次元コードを読み取り「動画配信」をご覧ください。
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Q. 都区財政調整制度について
A. 都心区特有の需要が適切に算定さ

れるよう、東京都に対し粘り強く
主張していく。

区政の運営諸課題について

Q. 人材育成方針の策定について
A. 令和7年 4 月に向けて新たな港区

人材育成方針を策定する。
Q. 政策立案過程の公正さと透明性

の確保について
A. 早い段階での情報提供や根拠を提

示するとともに、事業の進捗に合
わせて迅速かつ、きめ細かな説明
を行うことにより、政策立案のプ
ロセスをお示しする。

Q. 予防接種の定期接種化前の自治
体独自支援について

A. 任意予防接種による健康被害につ
いては、特別区自治体総合賠償責
任保険を適用するための規程を整
備するなど対応を検討する。

首長の政治姿勢について

Q. 完全無所属という政治姿勢につ
いて

A. 選挙戦においては、複数の政党に
所属する方々が、自主的な応援を
していただいたものと理解してい
る。

Q. 公務の政治的中立性について
A. 公平中立な姿勢で一人ひとりの幅

広い声に耳を傾け、区政の更なる
発展に向けて取り組むことが、公
務の政治的中立性を確保すること
であると考える。

街づくりに関することについて

Q.「事前復興」の街づくりについて 
A. 大規模再開発などのあらゆる機会

を捉え、多様な主体と連携しなが
ら強靭な街づくりを進める。

Q. 発災時の繁華街の避難活動支援
について

A. 繁華街の課題の調査や他区の事例
なども研究しながら、発災時の円
滑な避難活動支援につなげる。

Q. 各地区総合支所管内の消防団訓
練場所の設置について

A. 訓練場所の候補地を積極的に探す
とともに、区立小・中学校の敷地
の活用について、教育委員会と協
議する。

夜の消防団操法訓練

Q. お台場レインボー公園の水施設
設置について

A. 地域の意向を確認の上、形状や位
置など具体的な内容を聞き取り、
地権者である東京都港湾局と協議
を進めていく。

Q. 児童遊園等の日除設備の導入に
ついて

A. 指定管理者と連携の上、子どもや
その保護者含め利用状況を確認し
ながら、全ての公園などを対象に
日除け対策を進めていく。

Q. お台場海浜公園の再整備につい
て

A. 区としてお台場海浜公園の再整備
の際には、地域の声を踏まえなが
ら取り組んでいくよう東京都港湾
局に求めていく。

お台場海浜公園

平和推進事業について

Q. 広島市への中学生派遣事業につ
いて

A. 被爆を経験した広島、長崎両市へ
の派遣の効果が十分に現れるよ
う、報告の在り方も本格実施に向
けた検討事項に含めていく。

原爆ドーム

Q. 米軍ヘリポート基地の早期撤去
要請について

A. 今後も、米軍ヘリポート基地の撤
去を要請していく。

子育て・教育について

Q. 多胎児支援について
A. 安心して子育てができるよう、あ

らゆる視点から必要な支援策を積
極的に推進する。

Q. 児童虐待根絶について
A. 警察や民生・児童委員、学校など

の関係機関との連携を強化し、地
域一体となり児童虐待の根絶に取
り組む。

Q. 子育てひろばあっぴぃ台場の運
用の見直しについて

A. あっぴぃ台場として活用可能な物
件の調査や保育園での一時保育の
受入れなど様々な手法を検討し、
子育てしやすい環境の充実に取り
組む。

区民の人生の質について

Q. 終活プログラムについて
A. 高齢者本人の意思や希望が反映さ

れた終活につながるよう、支援の
充実に取り組む。

Q. 政策策定過程における「幸せ」
の概念導入について

A. 実効性の高い客観的データに基づ
いた政策立案を実現する。
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Q. 親の働き方により子どもの教育
に差が出ないようこども園を推
進すべき

A. 区立幼稚園の預かり延長や長期休
暇保育の全園展開を検討する。

Q. 公・私立に関わらず全ての子ど
もたちに留学支援をすべき

A. 効果的な支援策を検討する。
Q. 共働き家庭を前提としPTA活動

も含めた学校運営をすべき
A. 共働き家庭へも配慮する。

少子化対策について

Q. 少子化対策に本気で取り組むた
め希望出生数の把握や専門チー
ムを作るべき

A. 希望出生数の数値目標を検討し全
庁一丸で取り組む。

Q. 経済的不安から結婚・出産を諦
めることがないよう出産祝い金
を設けるべき

A. 総合的に検証する。
Q. 不妊治療の支援とプレコンセプ

ションケア＊の普及啓発を
A. 正しい知識を啓発する。

DX について

Q. 表面上ではなく真のデジタル化
100% を目指すべき

A. 全庁を上げて取り組む。
Q. スーパーアプリ導入に向けた

ロードマップを作るべき
A. 業者から開発動向をヒアリングし

早期に作成する。
Q. 利便性向上に向け学校・学童の

デジタル一元化をすべき
A. システムの導入時は、一元化を目

指す。

街づくりについて

Q. 広く区民に開放し観光・産業な
どに運河を活用すべき

A. 取組を進める。
Q. 再開発工事中も区民目線で歩行

者動線を確保すべき
A. 開発事業者を指導する。

健康を守ることについて

Q. 男性 HPV ワクチンの接種助成
をすべき

A. 費用助成の検討を進める。

防災について

Q. ICT を活用した防災対策を進め
るべき

A. 積極的に活用する。

区民参画について

Q. 過去に区長も参加したタウン
フォーラムなど区民参画の取組
を発展させるべき

A. 子どもから意見を聞くことや、若
者や外国人などにも区政への参加
意欲を高めていく。また、広報を
改革し、区民の声のデータを分析
し、政策立案につなげる。

区民参画組織による区への提言書

公約に掲げる歴史的価値がある
ものを守る仕組みづくりについて

Q. 歴史的価値あるものの対象や仕
組みが曖昧であり、事業者に説
明を求めるだけでは仕組みとは
言えない。具体的な考えは

A. 歴史的価値のあるものを守る仕組
みづくりについては、学識経験者
などを交えた会議体により、制度
の構築に向けて取り組む。

公約にある樹木保全や緑地を
増やす取組について

Q. 現行の緑化指導だけでは緑の倍
増は難しく、特別緑地保全地区
制度なども検討すべき。樹木保
全や緑地を増やす取組の考えは

A. 歴史的価値のある樹木を守り、増
やすために、学識経験者などを交
えた会議体により、制度の構築に
向けて取り組む。

みなと区民の森について

Q. みなと区民の森の認知度が低下
しているが、どのように継承発
展されていくのか

A. NPO 法人あきる野さとやま自然
塾と連携し、学習内容の充実や実
施回数増を検討する。

介護者への直接的な支援を

Q. 介護者となる 40 ～ 50 代は、介
護・子育て・仕事とライフイベ
ントが集中することから、直接
的な支援を検討すべき

 みなと未来会議 

今後の区政運営について

Q. 外部人材を積極登用すべき
A. 積極的に登用していく。

財政運営について

Q. 基金運用の見直しと専門家チー
ムの配置をすべき

A. 専門家と一緒に、より利回りの高
い金融商品を検討する。

Q. 港区の資源を活かしふるさと納
税の返礼品を用意すべき

A. 検討していく。

保育・教育について

Q. 子どもの安全のためにも保育園
の配置基準を見直すべき

A. 今後検討する。
Q. 子どもと向き合う時間を作るた

めに小学校で各学級に副担任を
配置するべき

A. 効果を踏まえ検討する。
Q. 学童保育の質向上と抜本改革を

すべき
A. 良質な育成環境の整備と質の向上

に取り組む。
Q. 産後うつの早期発見のためにも

0 歳児のいる家庭におむつ定期
便を実施すべき

A. 実施に向けて検討する。

0 歳おむつ定期便について

Q. 学校で使用する学用品は幅広く
公費負担とし無償化すべき

A. 2025年度から実施できるよう進
める。

学用品の無償化について

＊プレコンセプションケア：性や妊娠に関する正しい知識を身に付け、健康管理を行うよう促すこと。
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港区内における自虐史観教育の
状況と教科書採択について

Q. 中学海外修学旅行のプログラム
にシロソ砦及びディスカバリー
センターでは自虐史観に基づく
展示があるが、問題ではないか

A. 現地での学習は学習指導要領に合
致するものと考えている。

自虐教育だと問題視する声が上がったシロソ砦の展示

Q. 歴史の授業の中で自虐史観教育
が行われていると苦情が来てい
るが、真意を伺う

A. 戦争の悲惨さを学ぶ事によって、
平和の大切さを学べると考えてい
る。

Q. 自虐史観を教える教師が東京書
籍の著作関係者である事は問題
ではないか

A. 国の教科書検定を受けた教科書の
中から採択をする。

防災について

Q. ペット同行可能避難所における
ペットの受入れ場所の詳細を公
開してはいかがか

A. 今後調整し、港区ホームページ等
で公表していく。

Q. ペット同室避難の検討は
A. 飼い主とペットが同室避難できる

避難所の環境整備は必要。実現に
向け取り組む。

動物愛護行政について

Q. ペットに関する問題は人間の問
題であり社会問題であるため、
動物愛護行政推進のために専門
の職員を配置してはどうか

A. 飼い主が安心してペットを飼育で
きる環境整備のため専門知識を持
つ人材が専任する体制について早
急に検討を進める。

A. 介護、子育て、仕事などの重なり
が、介護者の離職等につながらな
いよう、介護者の意見を聞き、必
要な支援を拡充する。

公共施設にアートを設置する
1％ forArt について

Q. 公共施設整備の際に事業費の
1％をパブリックアートに費やす
1％ forArt を実施すべき

A. 新設だけでなく既存施設も含め、
アート作品を設置するなど、1％
forArt のような街中アートの実現
に取り組む。

区立麻布図書館のアート作品

  維新・参政・
       Noblesse Oblige 

水辺を向いた街づくりについて

Q. 品川区や中央区には区有桟橋があ
るが、港区も水辺を利用した舟運
の活性化を目指してほしい

A. 観光協会と連携し、舟運ツアーな
どを実施していく。

Q. カルガモの人工巣が老朽化して
いるので入れ替えてほしい

A. 巣の入れ替えについては近隣の学
校と連携して実施するよう検討し
ていく。

弱視検査の実施について

Q. 3 歳児健診以外の場所で弱視検
査を実施し、治療の機会を逸し
ている子どもを救ってほしい

A. 保育園を含めた実施場所や方法に
ついて検討を進める。

中高一貫校について

Q. 中高一貫校を検討してほしい
A. PT を立ち上げ検討していく。

男性への HPV ワクチン接種費に
ついて

Q. 何度も取り上げている男性への接
種費用助成だが、安全性・有効性
が確認されたことにより港区も
区民の命、健康を守るため費用
助成を実施するべき

A. 接種による健康被害への救済制度
の整備対応をしながら費用助成の
検討を進める。

区民ニーズのアンケートについて

Q. 港区基本構想がアップデートさ
れるが、区民の声が反映される
ためには全区民を対象とした大
規模アンケートが有効だと考え
るが、実施予定は

A. 大規模アンケートも含め区民参画
の手法を検討し 1 人でも多くの区
民の意見を反映させていく。

エレベーター閉じ込め対策に
ついて

Q. 災害時マンションごとのエレ
ベーター閉じ込め救助体制の確
立を。区長のお考えは

A. 発災時のエレベーター閉じ込めは
都心区特有の課題。東京都や周辺
自治体とも連携し、閉じ込め対策
の確立に向け、取り組んでいく。

避難行動要支援者への対策に
ついて

Q. 区として現状の課題認識と今後
のロードマップは

A. 現在、対策を議論している。令和
6 年中には区独自の支援策をまと
める。

不登校の子どもへの支援に
ついて

Q. 保護者の負担も考慮し、拡充し
た支援策を検討いただきたい

A. 学びの多様化学校の開設や経済的
支援等対応の検討をする。

＊プレコンセプションケア：性や妊娠に関する正しい知識を身に付け、健康管理を行うよう促すこと。
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ネズミ対策について

Q. 部署を超えて総合的に対策を実施
すべき

A. 庁内各部署が連携し、ネズミ対策
に関する仕組みを構築する。

 立憲民主党議員団 

港区基本構想の策定について

Q. 区長が考える港区の未来像とは。
新たな基本構想の策定は、区民参
画で進めていくべき。どのような
手法で進めるのか

A. いかなる社会状況にあっても、多
くの人が行き交い、多様な人が暮
らす都心だからこそ、相互に理解
しあい、新たなつながりを生む、
人に優しいまちが理想の姿と考え
ている。検討会議を立ち上げ、区
民参画の手法を検討し、多くの
方々と港区の未来を描いていく。

港区奨学金制度について

Q. 現在の給付型奨学金は安心して勉
強に専念するには額が低い。給付
額の見直しを

A. 詳細な授業料等の実態把握を行
い、適正な奨学金になるよう改善
していく。

Q. 貸付型奨学金については、保護者
の所得制限を撤廃し、返済免除の
国家資格を拡大し、子どもたちの
未来を応援すべき

A. 所得制限撤廃と免除する資格等の
拡大を検討していく。

教材費の無償化について

Q. 子育てでは教育費が一番かかる。
保護者負担を軽減するため教材や
学用品等を無償化に

A. 区立学校の保護者負担の実態や他
自治体の事例を調査し、令和 7 年
度から実施できるよう進める。

災害時ペットと同室避難について

Q. 家族の一員であるペットを同行避
難ではなく同室避難を

A. 実現に向けて取り組んでいく。

カスタマーハラスメントについて

Q. 許されないといった社会的合意形
成に向けた、消費者教育を

A. 区民向け消費者講座等で促す。

港区小中一貫教育校について

Q. 今後の設置について
A. 条件を満たす場合検討する。
Q. 青山中の地域コミュニティ、防災

の観点も含め一貫教育校化は
A. 様々な視点から検討を進める。

運動施設の充実について

Q. 学校校庭等の夜間照明や熱中症対
策等の充実を図るべき

A. 令和 6 年度、5 校において照明設
備を、2 施設において簡易ミスト
シャワーの試行設置を実施する。

区立中学の海外修学旅行に
ついて

Q. 期待や信頼を保護するためにも、
在校生について事業の継続を

A. 専門家を交えた会議体での効果検
証を踏まえ検討する。

育児給付金延長手続きの
厳格化について

Q. 育児休業給付金の審査厳格化に伴
う区長の見解は

A. 引き続き給付が必要な方が受給で
きるよう、また、早急に入園を希
望する方が優先されるようきめ細
かに対応していく。

訪問型病児・病後児サービスに
ついて

Q. 病児・病後児保育室の利用料と同
等程度の負担にすべき 

A. 保護者の経済的負担の軽減を検討
する。

 公明党議員団 

多選自粛条例の制定について

Q. 制定にあたっては十分な検証と議
論に時間をかけるべき

A. 慎重に検討していく。

放課後等デイサービスの充実を
図る取組について

Q. 利用者、事業者、専門家を交えた
協議体の設置等が必要

A. 令和 6 年度中の設置を目指す。

医療的ケア児等コーディネーターに
ついて

Q. 医療的ケア児の退院前から、アド
バイザーとして伴走させ相談支援
充実や課題解決などに活用を

A. 退院から在宅生活まで寄り添った
相談支援体制など検討する。

高齢者のヒアリングフレイル対策
について

Q. 聴覚機能の衰え（ヒアリングフレ
イル）の啓発と早期発見を

A. 介護予防総合センター等における
講座の充実など、促進する。

糖尿病治療中断者への
受診勧奨について

Q. レセプトから過去 5 年間の治療中
断者に効果的な受診勧奨を

A. 受診勧奨の令和 7 年度実施に向け
て検討する。

子宮頸がん検診の周知について

Q. 検診間隔の変更について、丁寧な
区民への周知をすべき

A. 医療機関とも連携し、区民に寄り
添った周知に努める。

緑内障検査費用助成について

Q. 緑内障を含む眼科検診費用助成を
実施すべき

A. 医師会等の関係機関と協議し費用
助成について検討する。
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 港区れいわ新選組 

今後の街づくりについて

Q. 緑があり人々が触れあい交流でき
る街づくりを進めるべき

A. 居住環境と都市空間のバランスを
図り、緑があり人々が交流できる
街づくりを進めていく。 

神宮外苑再開発事業について

Q. 当事業への率直な考えを伺う 
A. 事業者に対し、説明会の開催や積

極的な情報発信を求めていく。

羽田空港新飛行経路について

Q. 固定化はあってはならない
A. 固定化回避の検討等、国土交通省

に伺い、強く要請していく。

低空飛行の様子

ふるさと納税について

Q. 区外流出防止の工夫について
A. 区独自制度の周知に取り組む。

【各会派の連絡先】
不在の場合は、区議会事務局へ

電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 11
自民党議員団

電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 2 7
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 0 9

みなと未来会議
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 8
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 8 5 4

維新・参政・Noblesse Oblige
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 6 0
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 6

公明党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 5
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 7

立憲民主党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 8
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 9

共産党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 5
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 47

港区れいわ新選組
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 61

困難な問題を抱える女性への
支援に関する法律について

Q. NPOと連携し今後の支援は　
A. 女性支援団体と連携強化する。

羽田新飛行ルート「固定化回避」
に向けた取組について

Q. 今後どのように取り組むのか
A. 国土交通省に伺い要請する。

神宮外苑再開発について

Q. 事業者に説明会を求めるべき
A. 説明会を早急に開催するよう求め

意見に耳を傾け可能な限り事業計
画に反映するよう強く求める。

観光政策について

Q. 港区観光協会との連携強化は
A. 今まで以上に強化していく。

障がい者グループホームに
ついて

Q. 今後の整備をどう考えるか
A. 新区立施設や民間も活用する。

 共産党議員団 

区役所改革に取り組むこと

Q. 職員の意見を聞き、業務の見直し
を新規採用も含め行うこと

A. 支援部と総合支所の役割を最大限
発揮できるよう組織体制も含め業
務見直しを行う。

ジェンダー平等を区政の隅々に
生かすことについて

Q. 区長の認識と決意を
A. 女性管理職及び審議会等委員の女

性の割合 50％を目指す。
Q. 婚姻届出記入例を改めることにつ

いて
A. どちらの氏でも選択できることが

明確に分かるよう見直す。

港区の婚姻届記入例

羽田都心低空飛行について

Q. 海上ルートに戻すよう国に強く要
請すべき

A. 早い時期に国土交通省に行き要請
したいと考えている。

区立元麻布保育園を区が直接
運営することについて

Q. 早急に説明会を開催すること
A. 説明会の開催時期、内容について

は柔軟に対応していく。

神宮外苑再開発について

Q. 神宮外苑再開発の抜本的な見直し
を要請すべき

A. 事業者に説明会で出た意見や要望
を真摯に受け止め対応するよう求
めている。

秩父宮ラグビー場から見た区道の 18 本のイチョウ

給食費を無償化にすること

Q. 私立・国立などに通う児童生徒に
も給食費無償化すること

A. 子どもへの総合的な支援の在り方
を考える中で検討していく。



常任委員会の活動記録 ※�議案は概要のみ掲載しています。
詳しくは、左の二次元コードを
読み取り「議案」をご覧ください。
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≪令和6年第1回臨時会≫

●区長報告第7号　専決処分について
浦島橋改修工事請負契約の変更
〇積算根拠の具体的な項目及び詳細
〇契約変更における事業者との協議の
流れ�

●議案第32号　令和6年度港区一般会
計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ17億8,318万8千
円を追加し、総額をそれぞれ1,863億
7,318万8千円とする
〇事業の実施体制と人員
〇国と東京都からの補助金の支払い時
期

≪令和6年第2回定例会≫

●区長報告第8号　専決処分について
庁有車の交通事故の和解
〇事故の詳細
〇庁有車の運転手の登録及び研修

●区長報告第9号　令和5年度港区一
般会計予算繰越明許費繰越計算書
令和５年度の歳出予算の経費でその
性質上又は予算成立後の事由に基づ
き年度内に支出を終わらなかった経
費を翌年度へ繰り越し
〇給付対象者への支給率
〇給付金未申請の方への対応方法

●議案第33号　港区個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正する条例
｢生活保護法」の一部改正に伴い、条
例で引用している給付金の名称を変
更する

●議案第42号　令和6年度港区一般会
計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ11億8,645万8千
円を追加し、総額をそれぞれ1,875億
5,964万6千円とする
〇新技術の活用に向けた体制の充実の
具体的な内容及び期待する効果

●議案第43号　工事請負契約の承認
について
港区立三田いきいきプラザ等電気設
備改修工事について、工事請負契約
の承認を求める

●議案第44号　工事請負契約の承認
について
港区立三田いきいきプラザ等機械設
備改修工事について、工事請負契約
の承認を求める

●議案第45号　工事請負契約の承認
について
東麻布二丁目公共施設整備工事につ
いて、工事請負契約の承認を求める
〇鉄筋コンクリート造で建設した場合
の費用
〇非常用発電機の発電力

●議案第46号　工事請負契約の承認
について
港区立白金台いきいきプラザ等大規
模改修工事について、工事請負契約
の承認を求める

●議案第47号　工事請負契約の承認
について
港区立白金台いきいきプラザ等大規
模改修に伴う電気設備工事について、
工事請負契約の承認を求める

●議案第48号　工事請負契約の承認
について
港区立白金台いきいきプラザ等大規
模改修に伴う機械設備工事について、
工事請負契約の承認を求める

●議案第49号　工事請負契約の変更
について
令和5年第3回定例会で議決した「五
之橋架設工事（下部工）請負契約」に
ついて、契約金額2億9,453万6千円
を7,548万3,100円増額し、3億7,001
万9,100円に変更する

●議案第50号　物品の購入について
人事庶務システム用ソフトウェア等を
購入する
〇サポート保守期間

●議案第51号　物品の購入について
港区立小学校及び港区立中学校学習
机等を購入する
〇生産中止になった場合の対応方法
〇購入物品の決定方法

●議案第52号　物品の購入について
学校教職員出退勤庶務事務システム
用サーバー等を購入する
〇購入するパソコンの仕様

●議案第53号　物品の購入について
パーソナルコンピューターを購入する
〇購入するパソコンのソフトウェア

●議案第54号　工事請負契約の承認
について
港区立御田小学校新築工事について、
工事請負契約の承認を求める
〇今後の新たな建設工事に要する経費
の見通し
〇工期

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇港区人口推計（令和６年３月）
◇特定非営利活動法人みなと障がい者
福祉事業団の外郭団体の指定解除

●議案名、概要 ○主な質疑

総 　 　 務

≪令和6年第2回定例会≫

●議案第38号　港区災害弔慰金の支
給等に関する条例の一部を改正する
条例
｢東日本大震災に対処するための特別

の財政援助及び助成に関する法律の
厚生労働省関係規定の施行等に関す
る政令」の一部改正に伴い、条例で
引用している条項番号を変更する
〇政令改正の理由となった水道整備・
管理行政の事務移管の内容
〇事務移管に伴う国民生活への影響

●議案第39号　港区指定介護予防支
援等に係る事業の人員及び運営並び
に介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例 
国の「指定介護予防支援等の事業の
人員及び運営並びに指定介護予防支

保 健 福 祉
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≪令和6年第2回定例会≫

●議案第34号　港区街づくり推進事務
手数料条例の一部を改正する条例
｢宅地造成等規制法」等の一部改正
に伴い、手数料の新設等をする
〇現在の規制対象の届出要否
〇規制対象の届出周知

●議案第35号　港区立公園条例の一
部を改正する条例
明舟公園を新たに設置する
〇区道の設置理由
〇維持管理協定

●議案第36号　港区公衆便所条例の
一部を改正する条例�
土地所有者に土地を返還するため、
天徳寺脇公衆便所を廃止する
〇周辺の公衆便所の有無
〇土地所有者に対する感謝状の検討

●議案第37号　港区地区計画の区域
内における建築物の制限に関する条
例の一部を改正する条例
都市計画が変更された品川駅周辺地
区地区計画並びに都市計画決定され
た田町駅西口駅前地区地区計画及び
六本木五丁目西地区地区計画の区域
内における建築物の制限を定める
〇今後、風営法により制限される事業者数
〇地権者への説明要否

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇区立芝公園整備工事（管理事務所新
設）
◇西麻布二丁目児童遊園の再整備

建 　 　 設

≪令和6年第1回臨時会≫

●区長報告第5号　専決処分について
｢地方税法等の一部を改正する法律」
が令和6年3月30日に公布され、「地
方税法」が一部改正されたことに伴
う、条例の一部改正
〇区全体の特別区民税所得割の納税義
務者数及び定額減税の対象人数
〇職権による特別区民税減免を可能と
することに対する区の考え

●区長報告第6号　専決処分について
｢地方税法等の一部を改正する法律」
が令和６年３月３０日に公布され、｢日
本国とアメリカ合衆国との間の相互
協力及び安全保障条約第６条に基づ

く施設及び区域並びに日本国におけ
る合衆国軍隊の地位に関する協定の
実施に伴う地方税法の臨時特例に関
する法律」が一部改正されたことに伴
う、条例の一部改正
〇対象台数
〇区における事務手続きの変更内容

≪令和6年第2回定例会≫

●議案第41号　港区奨学資金に関する
条例の一部を改正する条例
給付型奨学金の給付対象及び給付額
を拡大するとともに、私立大学等の
理工農系の学部若しくは学科に在学
し、又は入学する学生等に対する給
付額の上乗せを行う

区 民 文 教
〇給付型奨学金のこれまでの申請件数
及び給付者数
〇世帯年収の上限を約750万円とした
根拠

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇臨海斎場の施設整備
◇中小企業の景況

明舟公園視察の様子

援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準」の一部
改正に伴い、条例で引用している条項
番号を変更する
〇区内の要支援者の人数及びケアプラ
ンの作成数並びにケアプラン未作成
者に対する区の支援
〇地域包括支援センターの職員数及び
その体制強化に対する区の認識

●議案第40号　港区地域包括支援セ
ンターにおける包括的支援事業の人
員に関する基準等を定める条例の一
部を改正する条例 
｢介護保険法施行規則」の一部改正
に伴い、条例で引用している条項番号
を変更する
〇介護保険法施行規則の改正により可
能となった柔軟な職員配置の内容
〇地域包括支援センターといきいきプ
ラザの連携

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇港区立元麻布保育園の指定管理者の
指定の取消し及び新たな指定管理者
の公募
◇南青山二丁目公共施設内における小
規模多機能型居宅介護施設及び訪問
看護事業所の運営事業者公募

閉会中の主な報告事項

●防災・危機管理等安全対策
◇区内主要駅周辺への防災カメラの
設置

●DX 推進・行財政等対策
◇令和5年度港区版ふるさと納税制度
◇区に対する申請等のオンライン化

特別委員会の活動記録

●海外修学旅行調査
◇港区中学校海外修学旅行の行程等
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議案等の審議結果
各会派の態度　　○…賛成　　×…反対

令和６年第１回臨時会　案件名
自
民
党 

議
員
団

み
な
と 

未
来
会
議

公
明
党 

議
員
団

港
区
維
新
・

無
所
属

立
憲
民
主
党

議

員

団

共
産
党 

議
員
団

港
区
れ
い
わ

新

選

組

参
政
党

の

会

港

区

無
所
属

議
決
結
果

区長報告
第５号 専決処分について（港区特別区税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

区長報告
第６号

専決処分について（アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自動車等に対する軽自動車
税の種別割の賦課徴収の特例に関する条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

区長報告
第７号 専決処分について（浦島橋改修工事請負契約の変更） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案
第３２号

令和６年度港区一般会計補正予算（第１号） 
●歳入歳出それぞれ17 億 8,318 万 8 千円を追加し、総額をそれぞれ1,863 億 7,318 万 8 千円とする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和６年第２回定例会　案件名
自
民
党 

議
員
団

み
な
と 

未
来
会
議

  
維
新
・
参
政・

 
No
b
le
sse

O
b
l
ig
e

公
明
党 

議
員
団

立
憲
民
主
党

議

員

団

共
産
党 

議
員
団

港
区
れ
い
わ

新

選

組

議
決
結
果

区長報告
第８号 専決処分について（和解） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

区長報告
第９号 令和５年度港区一般会計予算繰越明許費繰越計算書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案
第３３号 港区個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第３４号 港区街づくり推進事務手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第３５号 港区立公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第３６号 港区公衆便所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第３７号 港区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第３８号 港区災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第３９号

港区指定介護予防支援等に係る事業の人員及び運営並びに介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４０号

港区地域包括支援センターにおける包括的支援事業の人員に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４１号 港区奨学資金に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４２号

令和６年度港区一般会計補正予算（第２号） 
●歳入歳出それぞれ11億8,645万8千円を追加し、総額をそれぞれ1,875億5,964万6千円とする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４３号 工事請負契約の承認について（港区立三田いきいきプラザ等電気設備改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４４号 工事請負契約の承認について（港区立三田いきいきプラザ等機械設備改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４５号 工事請負契約の承認について（東麻布二丁目公共施設整備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４６号 工事請負契約の承認について（港区立白金台いきいきプラザ等大規模改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４７号 工事請負契約の承認について（港区立白金台いきいきプラザ等大規模改修に伴う電気設備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４８号 工事請負契約の承認について（港区立白金台いきいきプラザ等大規模改修に伴う機械設備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第４９号 工事請負契約の変更について（五之橋架設工事（下部工）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５０号 物品の購入について（人事庶務システム用ソフトウェア等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５１号 物品の購入について（港区立小学校及び港区立中学校学習机等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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皆さんから提出された請願
　不採択とした請願  　 　……………………………………………………………………………………………………………
保  政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める請願
　 （令和６年７月１８日受理）

　継続審査とした請願   … ………………………………………………………………………………………………………………
環   羽田都心飛行ルートはやめ、従来の海上ルートに戻すよう国に求める請願（令和５年６月２２日受理）

保  兄弟姉妹を同保育園に入園できるような制度改善に関する請願（令和５年９月１２日受理）

保  ショートステイ（障害保健福祉センター）における予約システムに関する請願（令和５年１１月３０日受理）

区  都営住宅の自治会申請における設立同意書に関する請願（令和６年７月１８日受理）

【審議した委員会】　保＝保健福祉常任委員会　区＝区民文教常任委員会
                                 　環＝環境等対策特別委員会

区議会の個人情報保護制度について
　「港区議会の個人情報の保護に関する条例」第51条に基づき、港区議会個人情報保護制度の運用状況を
公表しています。港区議会ホームページにてご確認ください。
　なお、令和５年度における保有個人情報の開示請求等の実績はありませんでした。

令和６年第２回定例会　案件名
自
民
党 

議
員
団

み
な
と 

未
来
会
議

  
維
新
・
参
政・

 
No
b
le
sse

O
b
l
ig
e

公
明
党 

議
員
団

立
憲
民
主
党

議

員

団

共
産
党 

議
員
団

港
区
れ
い
わ

新

選

組

議
決
結
果

議案
第５２号 物品の購入について（学校教職員出退勤庶務事務システム用サーバー等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５３号 物品の購入について（パーソナルコンピューター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５４号 工事請負契約の承認について（港区立御田小学校新築工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５５号 港区教育委員会委員の任命の同意について（鈴木　令奈君） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案
第５６号 港区監査委員の選任の同意について（砂川　佳子君） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案
第５７号 港区副区長の選任の同意について（大澤　鉄也君） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

請願６
第６号

政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を
求める請願 × × × × ○ ○ ○ 不採択

※6月20日付けで、「港区維新・無所属」の会派名が、「維新・参政・ Noblesse Oblige」に変更になりました。

区議会の情報をご覧ください

　本会議及び予算・決算特別委員会の様子
をインターネットでライブ配信・録画配信して
います。録画配信は、お好きな時間にパソコ
ンやスマートフォン等でご覧いただけます。

　港区議会では、「みなと区議会だより」のほか、ホームページでの動画配信（ライブ配信・録画中継）、フェイスブック
などを活用して区議会のさまざまな情報をお届けしています。ぜひ、区議会の情報をご覧ください。

・動画配信 ・フェイスブック
　会議のお知らせやさまざまな活
動について情報発信しています。皆
さんからの「いいね！」をお待ちし
ています。
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定例会臨時会の開会状況 請願の委員会別審査結果

令和５年の議会活動（令和５年1月1日～12月31日）

区分
採

択

不
採
択

取
下
げ

継

続

審
査
中

審

議

未

了
計

総務常任委員会 2 2 2 6 

保健福祉常任委員会 3 2 1 6

建設常任委員会 1 4 5 

区民文教常任委員会 1 6 7 

交通・環境等対策特別委員会 4 4 

交通等対策特別委員会 1 1

環境等対策特別委員会 1 1 2 

計 3 7 1 3 17 31 

委員会名

委員会の開会状況
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総　　　　　務 1 3 2 2 4 1 4 2 2 5 26

保　健　福　祉 1 2 3 2 5 1 4 2 2 7 29

建　　　　　設 1 4 2 1 5 1 4 2 2 5 27

区　民　文　教 1 3 2 1 3 1 3 1 2 5 22

小　　　　　計 4 12 9 0 6 17 4 0 15 7 8 22 104

　
特
　
別
　
委
　
員
　
会

交通・環境等対策 2 2

行財政等対策 2 2

まちづくり・子育て・高齢者等対策 1 1
エレベーター等安全対策・
新型コロナウイルス感染症対策 1 2 3

東京 2020 大会レガシー 1 1 2

防災・危機管理等安全対策 2 1 1 1 2 7

こどもまんなか・少子化等対策 2 1 1 1 1 1 7

ＤＸ推進・行財政等対策 2 1 1 1 2 7

交通等対策 2 1 1 1 1 1 7

環境等対策 3 1 2 1 7

海外修学旅行調査 3 1 2 6

令和 5 年度予算 5 5 10

令和 4 年度決算 8 2 10

小　　　　　計 1 6 13 0 0 11 5 0 12 11 3 9 71

議会運営委員会 0 3 3 0 2 4 0 0 3 1 3 3 22

合　計 5 21 25 0 8 32 9 0 30 19 14 34 197

委員会名

（日）

（件）

会　議　名 会　　　期 延日数 本会議日数

第 1 回定例会 2 月 13 日～ 3 月 10 日 26 日 6 日

第 1 回臨時会 5 月 30 日～ 5 月 31日 2 日 2 日

第 2 回定例会 6 月 21日～ 6 月 30 日 10 日 3 日

第 3 回定例会 9 月 11日～10 月 6 日 26 日 3 日

第 4 回定例会 11月 29 日～12 月 8 日 10 日 5 日

計 74日 19 日
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議案・請願等の議決等件数
会議名

第 1 回
定例会

（2 月）

第 1 回
臨時会

（5 月）

第 2 回
定例会

（6 月）

第 3 回
定例会

（9 月）

第 4 回
定例会

（11 月）
計

区
　
　
　
　
長
　
　
　
　
提
　
　
　
　
出

条例の制定改廃 （地方自治法第 96 条第 1 項第 1 号） 11 17 8 11 47

予算（地方自治法第 96 条第 1 項第 2 号） 8 1 1 2 5 17

決算（地方自治法第 96 条第 1 項第 3 号） 4 4

契約の承認（地方自治法第 96 条第 1 項第 5 号） 5 3 5 5 18

包括外部監査契約の承認（地方自治法第 252 条の 36 第 2 項） 0

土地の交換（地方自治法第 96 条第 1 項第 6 号） 0

建物の購入（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 0

土地の購入（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 0

物品の購入（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 7 1 3 11

建物の売払い（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 0

訴えの提起・和解 ( 地方自治法第 96 条第 1 項第 12 号 ) 1 1

損害賠償額の決定（地方自治法第 96 条第 1 項第 13 号） 0

指定管理者の指定について 1 5 22 28

特別区道路線の認定・廃止等 2 2 4

人事の同意・推薦 3 1 4

町の区域の新設・変更 0

区長報告

専決処分の承認（地方自治法第 179 条） 1 1

専決処分の承認（地方自治法第 180 条） 6 1 2 8 17

その他 2 2

児童相談所を設置する特別区における
措置費共同経理課の共同設置に関する協議について 1 1

小　　　　　計 34 3 38 45 35 155

議
　
員
　
提
　
出

条例等 1 1 2

意見書・要望書・決議 1 1 1 3

調査案件 0

その他 1 1

小　　　　　計 2 2 1 1 0 6

そ
　
　
の
　
　
他

選挙 2 2 4

常任委員会委員の選任・辞任 4 4

運営委員会委員の選任・辞任 1 1

特別委員会の設置 1 5 1 7

特別委員会委員の選任・辞任 1 5 1 7

常任委員会委員の所属変更 0

その他 0

小　　　　　計 2 7 10 4 0 23

請
　
　
願

採択 1 1 1 3

不採択 4 3 7

取下げ 1 1

審議未了 17 17

小　　　　　計 18 0 5 5 0 28

合　　　　　計 56 12 54 55 35 212

種類別

（件）
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◆この「区議会だより」は、新聞折り込みのほか、区の主な施設の窓口にも置
いてあります。また、郵便局、公衆浴場、東京メトロ８駅、ＪＲ（品川・高輪ゲート
ウェイ・田町・浜松町・新橋）５駅、ゆりかもめ５駅などに置いてあります。

◆個別送付も行っていますので、ご希望の方はご連絡ください。
◆「区議会だより点字版」「声の区議会だより」も発行していますので、ご利

用ください。「声の区議会だより」はホームページにも掲載しています。
【申し込み・問い合わせ】
区議会事務局議会広報担当　電話　03-3578-2920

令和 6 年第３回定例会は９月中旬に開会する予定です。

あとがき

  

編
集
委
員  

副議長 七 戸 じゅん 白　石 さと美

三 田 あきら 野 本 たつや
さいき 陽 平 山野井 つよし

新藤　加菜　
住　　所： 港区芝公園１－５－２５　議会棟２階

維新・参政・Noblesse Oblige 控室 

根本　ゆう　
住　　所： 港区芝公園１－５－２５　議会棟２階

維新・参政・Noblesse Oblige 控室

次のとおり、議席番号を変更しました。

議席番号  ５　欠員

議席番号 11　琴尾　みさと

議席番号 19　兵藤　ゆうこ

議員の住所変更 議席番号の変更

議員の失職
　清家あい議員が港区長選挙に立候補したため、公職選挙法第９０条の規定に基づき、５月２６日付で区議会議員の
職は自動失職となりました。

会派所属議員の異動、会派名の変更及び会派の解散
　６月２０日付で、とよ島くにひろ議員が「港区維新・無所属」へ異動し、「港区維新・無所属」の会派名が「維新・参政・
Noblesse Oblige」に変更となりました。また、同日付で「参政党の会」は解散しました。

議会人事の動き

❖ 台湾では、令和６年４月３日に発生した地震により多くの方

が犠牲となり、甚大な被害が発生しました。５月１日に議長及

び区長（当時）が台北駐日経済文化代表処の蔡明耀駐日副代表

を訪問し、心からのお悔やみとお見舞いを申し上げるとともに、

被災地の一日も早い復興を祈る気持ちをお伝えしました。また、

後日、お見舞金をお送りしました。

❖ ブラジル連邦共和国では、令和６年４月下旬から続く豪雨

により多くの方が犠牲となり、甚大な被害が発生しています。６

月１７日に議長及び区長（当時）が駐日ブラジル連邦共和国大使

館のオタヴィオ・エンヒッケ・ジアス・ガルシア・コルテス大使

を訪問し、心からのお悔やみとお見舞いを申し上げるとともに、

被災地の一日も早い復興を祈る気持ちをお伝えしました。また、

後日、お見舞金をお送りしました。

（左から）武井雅昭区長（当時）、
蔡明耀駐日副代表、

鈴木たかや議長、    

（左から）鈴木たかや議長、
オタヴィオ・エンヒッケ・ジアス・ガルシア・コルテス大使、

武井雅昭区長（当時）、    

お見舞い

令和6年5月1日

令和6年6月17日


